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     Japan W
ool P

roject

が
繋
ぐ 

羊
飼
い
と
職
人

秋園圭一の秋園圭一のThe手芸ワールド「大地をまとうジャケット」The手芸ワールド「大地をまとうジャケット」
民布万年民布万年「出土の裂エジプト コプト織」 「出土の裂エジプト コプト織」 廣田繭子廣田繭子

庭暮らし庭暮らし「畑は、火星よりも屋上に」 「畑は、火星よりも屋上に」 石田紀佳石田紀佳

もじゃハウスもじゃハウス「人・植物・動物 三者共生と夢の建物」 「人・植物・動物 三者共生と夢の建物」 干潟裕子干潟裕子

ははの手仕事ははの手仕事「ジャパンウールのワンピース」 「ジャパンウールのワンピース」 笹谷史子笹谷史子



　

２
０
１
９
年
４
月
、
私
は
国
島
株
式
会
社
の
伊
藤
核

太
郎
さ
ん
と
北
海
道
の
茶
路
め
ん
羊
牧
場
と
え
こ
り
ん
村

を
訪
れ
ま
し
た
。
核
太
郎
さ
ん
は
ま
ず
そ
こ
で
羊
毛
を
入

手
。
そ
し
て
く
さ
な
ぎ
農
園
の
草
薙
さ
ん
に
羊
毛
を
洗
っ

て
も
ら
い
、
自
社
の
工
場
で
ツ
イ
ー
ド
を
作
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
ま
し
た
。

　

翌
２
０
２
０
年
に
は
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、「
40
㎏
以
上
で
ス
カ
ー
テ
ィ
ン
グ（
裾
物
を
取
っ
て

夾
雑
物
の
な
い
状
態
に
す
る
作
業
）
さ
れ
た
羊
毛
で
あ
れ

ば
買
い
取
り
ま
す
」
と
牧
場
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
す
る

と
、
ま
っ
先
に
㈱
ボ
ー
ヤ
フ
ァ
ー
ム
の
安
西
浩
さ
ん
が
手
を
上

げ
、
続
い
て
全
国
各
地
の
12
牧
場
か
ら
1.6
ト
ン
の
羊
毛
が

集
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
、
２
０
２
５
年
は
22
牧

場
か
ら
約
3.9
ト
ン
の
羊
毛
が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
の
数
年
で
、

続
け
て
出
品
し
て
く
だ
さ
る
牧
場
も
安
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

羊
毛
は
主
に
北
海
道
の
肉
出
荷
を
目
的
と
す
る
牧
場

か
ら
来
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
生
産
牧
場
で
は
数
百
頭
の

羊
を
飼
っ
て
い
る
の
で
、
１
頭
か
ら
２
㎏
の
羊
毛
が
と
れ
る

と
し
て
も
、
毎
年
数
百
㎏
の
羊
毛
が
収
穫
で
き
ま
す
。
ジ

ャ
パ
ン
ウ
ー
ル
が
買
い
取
る
前
は
、
一
部
は
ス
ピ
ナ
ー
に
販
売

し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
の
羊
毛
は
堆
肥
と
し
て
使
う
、

も
し
く
は
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
毛
刈
り
と
い
う
大
変
な
労
力
を
か
け
て
い
る
の
に
か
か

わ
ら
ず
、
羊
毛
と
い
う
羊
の
恵
み
は
工
業
製
品
と
し
て
は

行
き
場
の
な
い
状
況
で
し
た
。
羊
毛
の
価
値
を
評
価
し
、

用
途
に
あ
っ
た
加
工
ル
ー
ト
を
見
つ
け
る
事
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
最
初
の
羊
毛
を
洗
っ
て
く
れ
る
工
場
が
な

か
っ
た
こ
と
が
一
番
の
問
題
で
し
た
。
そ
こ
に
染
色
工
場
の

早
川
さ
ん
と
、
紡
績
工
場
の
今
井
さ
ん
が
、
国
産
羊
毛
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
、
名
乗
り
を
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
一
気

に
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
初
か
ら
様
々
な
問
題
が
噴
出
し
ま
し
た
。

・
羊
毛
に
入
っ
て
い
る
ゴ
ミ
、
糞
を
取
り
除
く
こ
と
。

羊の牧場
春４月、羊飼いは毛刈りをして
スカーティングする
2025年は北海道を中心に全国 22牧場が JWPに参加

J
ジ ャ パ ン

apan W
ウ ー ル

ool P
プ ロ ジ ェ ク ト

roject が繋ぐ 「羊飼い」と「職人」　文・本出ますみ

国産の羊毛で工業製品をつくるということ。国産の羊毛で工業製品をつくるということ。
80年代世界一の羊毛加工及び消費量を誇った日本。80年代世界一の羊毛加工及び消費量を誇った日本。
国産羊毛があり、工場と技術があるのだから…国産羊毛があり、工場と技術があるのだから…
それは実現可能なのではないか？それは実現可能なのではないか？
しかし現実はそんなに単純なものではありませんでした。しかし現実はそんなに単純なものではありませんでした。
羊毛加工のサプライチェーンがつながってこそ羊毛製品はできるのです。羊毛加工のサプライチェーンがつながってこそ羊毛製品はできるのです。

今回は日本の羊毛で製品を作ろうと取り組んで 6年目になる今回は日本の羊毛で製品を作ろうと取り組んで 6年目になる
「Japan Wool Project（JWP）」にかかわる各工程の人々を紹介します。「Japan Wool Project（JWP）」にかかわる各工程の人々を紹介します。

すべてのステージで「国産羊毛で良いものを作るのだ」というすべてのステージで「国産羊毛で良いものを作るのだ」という
一人ひとりの情熱が…製品をつくりあげるのだと思います。一人ひとりの情熱が…製品をつくりあげるのだと思います。

特集

 日本の羊毛 2025

・
輸
送
は
ど
う
す
る
？
で
き
る
だ
け
圧
縮
す
る
こ
と
。
Ｊ
Ｒ

の
コ
ン
テ
ナ
は
使
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

・
牧
場
ご
と
に
違
う
毛
質
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
格
付

け
買
い
取
り
価
格
を
決
め
、
用
途
を
考
え
る
。

・
需
要
家
さ
ん
を
さ
が
す
こ
と
。

　

こ
う
し
て
ま
ず
牧
場
が
手
を
上
げ
、
工
場
が
共
鳴
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
で「
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
始

ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
す
べ
て
が
現
代
の
大
量
生
産
の

経
済
に
対
す
る
挑
戦
で
し
た
。

上/北海道茶路めん羊牧場　下/茶路めん羊牧場、羊飼いの武藤浩史さん

上/毛刈り職人の山本雪さん
上左/北海道㈱アレフえこりん村にて毛刈りとス
カーティング
下/北海道ペコラファームにてスカーティングをする
村井七帆さん

上/北海道TOMAMU SHEEP FARM羊飼い有光志穂さん。上/北海道TOMAMU SHEEP FARM羊飼い有光志穂さん。
Photo有光良次さんPhoto有光良次さん
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ウ
ー
ル
業
界
の
プ
ロ
で
も
、
毛
刈
り
し
て
す
ぐ

の
脂
付
き
羊
毛
に
直
に
触
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

が
ど
れ
だ
け
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

日
頃
豪

州
の
メ
リ
ノ
の
ト
ッ
プ（
洗
っ
て
カ
ー
ド
・
コ
ー
ム
し

て
、
き
れ
い
な
篠
に
し
た
状
態
）
は
触
り
な
れ
て

い
て
も
、
そ
の
ウ
ー
ル
は
も
と
も
と
羊
の
毛
を
毛

刈
り
し
て
収
穫
さ
れ
た
畜
産
物
で
す
。
だ
か
ら

糞
も
泥
も
ワ
ラ
ゴ
ミ
も
つ
い
て
い
て
い
る
。
そ
れ
を

い
ろ
ん
な
工
程
で
除
去
し
、
繊
維
だ
け
を
取
り

出
す
の
で
す
。

　

羊
か
ら
毛
刈
り
さ
れ
た
羊
毛
は
、
品
種
、
牧

場
の
気
候
環
境
、
餌
の
内
容
や
や
り
方
、
何
よ

り
羊
飼
い一
人
ひ
と
り
の
考
え
方
次
第
で
、
品
質

に
違
い
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
羊
毛
は
繊
維
１

本
１
本
太
さ
が
違
う
、
そ
し
て
羊
の
脂
も
汗
も

含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
格
付
け
の
段
階
で
は
、
ち
ゃ
ん
と
ス
カ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
な
羊
毛
は
高
い

評
価
で
買
い
上
げ
ま
す
。
だ
か
ら
牧
場
と
の
コ
ミ

ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
大
事
。
来
年
は
も
う

す
こ
し
ス
カ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ

い
、
湿
気
の
な
い
所
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
等
。

こ
の
段
階
で
牧
場
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

格
付
け
の
基
準
は
①
ス
タ
イ
ル
：
色
、
汚
れ
、

歩
留
ま
り
②
夾
雑
物
：
ワ
ラ
ゴ
ミ
の
混
入
③
ス
カ

ー
テ
ィ
ン
グ
が
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
④
繊
維
長

の
４
項
目
で
見
て
い
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
実
際
に
目
に
触
れ
手
で
触

れ
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
国
産
羊
毛
が

身
近
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

羊毛の格付け
７月、羊毛は一宮に到着、買取価格を決める
2025年7月22日真夏の太陽照り付ける中、愛知県一宮国島㈱
に22牧場から3895.8kgの羊毛がコンテナで到着しました。羊
飼い、需要家、学生さんなど、国産羊毛に興味を持つ80人余りの
方々が、「羊毛の格付け会」に参加、国産羊毛に直に触れました。

スカーティングで取るべきところ
羊の毛刈りをすると、一枚のコートのように羊毛を広げることがで
きます。これをフリース（Fleece）と呼びます。フリースには裾物
（Oddments）といわれる糞尿や泥の汚れ、植物性の夾雑物
（VM:Vegetable Matter）が付いている部分があるので、毛刈りし
たらすぐに裾物を取ります。この作業をすることによって、加工工程
で機械にゴミがからんでおこるトラブルや、ゴミ取の手間が省け、品
質の良い製品ができます。

　ステイン・Stain（マーキング、黄ばみ）
糞尿泥による汚染や牧場のマーキングも含めて、洗っても落ちない
汚れのこと。カラードウール（有色羊毛）も色むらになるので、白い
羊毛には混ぜないで別の袋に入れてください。

毛刈りした羊一頭分の毛をホール・フリースと言います。それは糸にす
るフリース部分と裾物に分けられます。フリースは、その羊の毛の中で
最上質で細い毛のとれるショルダー、平均的な毛質のサイド、太番手
のブリッジなど部位によって毛質が違います。
そして裾物とはベリーやネック、クラッチングなど泥糞による汚染や夾
雑物の混入、フェルト化の見られる部位で、裾物はスカーティング時に
取り除くことにより良質の糸を作ることができます。

　フェルト化した羊毛・Cotted Wool
羊の栄養状態が悪くなって羊毛が細くなり切れる「テンダー」という
ダメージと、湿気やフリース中の汗分、そして摩擦などが重なると羊
毛がフェルト化することがあります。フェルト化した毛はほぐす手間
がかかり、機械のハリを傷めるトラブルにもつながるので、スカー
ティング作業で、フェルト化した羊毛は取ってください。

写真：森保染色株式会社 早川典雄
JACOB FLEECE SHOP 村井七帆
ShearLink毛刈り結び屋 山本雪
国島株式会社 小笠原崚介
参考資料：「羊毛事典」亀山克巳著日本羊毛産業協会「羊毛」編集部
NEW ZEALAND SHEEP AND THEIR WOOL/New Zealand Wool Board
羊の本ALL ABOUT SHEEP AND WOOL 編著：本出ますみ

　泥や糞尿が付いている羊毛
糞尿や泥で汚染されている羊毛。爪やヒモ、針金など繊維以外の
物がフリースに混入している羊毛も、加工工程で機械のトラブル
に直結します。フリースの汚染は畜舎の環境、及び毛刈りする場
所の掃除で大きく改善されます。

「羊毛事典」亀山克巳著
p116 Part of fleece and Oddements より改変

❶トップノット
　TOP-KNOT
❷ネック
　NECK
❸ショルダー
　SHOULDER
❹サイド
　SIDE
❺ブリッジ
　BRITCH
❻バック
　BACK
❼ベリー
　BELLY
❽クラッチング
　CRUTCHINGS

　　　　　　

スカーティングで
取る部位

　夾雑物・VM（ワラゴミや草の種子や穂）
牧場内の植物の種やトゲ、餌や畜舎の敷藁などの夾雑物がフ
リースに混入すると洗毛・カード工程で完全に取り切ることはで
きません。日本では化炭処理や梳毛工程で除去できる工場がほ
とんどないので、フリースの段階で夾雑物は取り除いてください。

❶

❶

❽

❽

❼

❼

❻

❻

❺

❺

❺

❹

❹

❹

❸

❸

❸

❷

❷

フリースと裾物の部位と名称
・Fleece and Oddments

0cm 5cm 10cm 15cm

↑

2025/7/22 ①
①BEST 7p ②AVERAGE 3p
③INFERIOR 0p

p

p

μ ③
① 5p ② 3p
③ 0p

p

kg ②VM
① 7p ② 3p
③ 0p

p

or
100

−100

cm ④
①80-100mm 5p ②60-80mm 3p
③50mm 120mm 0p

p
Sofyness

Kemp

Bulk
/kg

Luster

牧場ごとにコンテナで送られてきた羊毛の袋を開け、その袋の中で平均的な毛
質の一房を取り出し、Wool Classerの本出が、色、毛番手、毛長、夾雑物をチェ
ック。毛質はまず手で触って牧場ごとに記録していきます。

１袋に40～80㎏の羊毛が入っている。今年は約６０袋の羊毛がコンテナで
到着しました。

7/22当日、すべての羊毛は袋から一旦出して、毛質をチェックします。湿気や
ゴミの混入が見られた場合は、その場で山本雪さんや村井七帆さんの指導
の下スカーティングの作業をします。

2025年7月22日国島株式会社の倉庫にて、名古屋芸術大学の学生さん地元高校生はじめ、需要家さん、
羊飼い、フリースクールで羊を飼ってる小学生まで、「格付け検討会」に80人余りが羊毛を囲んだ。

スカーティングで取るべき部分、お腹や背筋お尻など 

日本の羊毛 2025

『羊毛事典』亀山克巳著
p116 Part of fleece and Oddements より改変
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森
保
染
色
㈱
は
１
９
２
８
年
に
家
庭
用
染

色
販
売
業
よ
り
は
じ
ま
り
ま
す
。
ウ
ー
ル
な

ど
天
然
繊
維
、
化
学
繊
維
の
染
色
で
、
現

在
の
早
川
典
雄
さ
ん
で
４
代
目
に
な
り
ま
す
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
加
工

（
例

：「
ダ
ニ
ゲ
ル
」
防
虫
加
工
、
抗
ウ
イ
ル
ス

消
臭
加
工
な
ど
の
機
能
性
加
工
）
を
開
発
し

て
き
ま
し
た
。
近
年
は
ワ
イ
ン
ダ
ー（
糸
を
染

色
用
ボ
ビ
ン
に
巻
き
替
え
る
工
程
）
機
を
導
入

し
た
り
、
さ
ら
に
国
産
羊
毛
を
洗
う
機
械
を

導
入
す
る
な
ど
、
染
色
に
関
連
す
る
前
後
工

程
の
機
械
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
応
用
力
の

あ
る
多
品
種
少
量
の
注
文
に
対
応
で
き
る
工

場
作
り
に
努
力
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で「
国
産
羊
毛
で
羊
毛
製
品
を

作
り
た
い
」
と
い
う
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
り
組
み
は
、
早
川
さ
ん
の
登
場
で
、
一

気
に
前
に
進
み
ま
し
た
。

　

本
来
羊
毛
専
用
の
洗
毛
機
で
は
、
７
つ
の
ボ

ー
ル（
水
槽
）
と
そ
の
間
に
ロ
ー
ラ
ー
を
持
っ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
羊
毛
が
７
つ
の
ボ
ー
ル
を
ゆ

っ
く
り
移
動
し（
湯
に
漬
け
込
み
１
回
→
洗
い

３
回
→
す
す
ぎ
３
回
の
工
程
）、
ボ
ー
ル
と
ボ
ー

洗毛 染色
秋９月、羊毛を洗い始める
森保染色株式会社
早川 典雄 さん

日本には羊毛を洗う専門の工場が1998年まで
ありましたが現在はありません。2019年JWPに
合流した森保染色㈱の早川典雄さんは、染色用
の釜で羊毛をつけこみ、羊毛をほぐし洗う機械を
新たに導入。設備を整えるところから羊毛洗いの
試行錯誤がはじまりました。

ル
の
間
の
ロ
ー
ラ
ー
で
泥
脂
を
押
し
出
し
な
が

ら
洗
い
上
げ
る
、
と
い
う
仕
組
で
す
。

　

こ
こ
森
保
染
色
㈱
は
本
来
染
色
の
工
場
な

の
で
、
一
度
に
２
０
０
㎏
染
色
で
き
る
釜（
イ
ラ

ス
ト
②
）
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
３
年
に
は
羊

毛
を
洗
う
た
め
に
２
ボ
ー
ル
持
つ
フ
ォ
ー
ク
モ
ー
シ

ョ
ン
式
洗
毛
機（
イ
ラ
ス
ト
①
）
を
入
手
し
ま

し
た
。
こ
の
染
色
釜
と
２
ボ
ー
ル
の
洗
毛
機
を

組
み
合
わ
せ
、
作
業
を
２
～
３
回
繰
り
返
す

こ
と
で
、
羊
毛
を
洗
い
ま
す
。
そ
の
後
乾
燥
機

（
イ
ラ
ス
ト
③
）
を
通
し
、
開
繊
機（
イ
ラ
ス

ト
④
）
を
２
～
３
回
通
し
て
開
繊
、
羊
毛
を

ほ
ぐ
し
開
い
て
洗
い
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

洗
毛
機
や
開
繊
機
、
サ
ン
プ
ル
カ
ー
ダ
ー
な
ど

を
設
備
投
資
を
す
る
こ
と
で
１
０
０
㎏
単
位

で
羊
毛
を
洗
い
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
森
保
染
色
㈱
は
、
羊
毛
洗
い
と
い

う
最
初
の
大
関
門
を
通
過
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
す
る
要
の
工
場
な
の

で
す
。

染色の準備ができたコーン。森保染色では本来コーンに巻いた糸染めをしている釜で280㎏、
一度に1日600㎏の糸が染色できる。

染色用の釜（→イラスト②）　
photo:Kanji Kobayashi

染色用の釜（→イラスト②）で一度に170㎏の
羊毛が洗える（通常の糸なら200㎏）

左の洗毛機と釜 （→イラスト①②）のあと乾燥機
（→イラスト③）に入れる。そのあと解繊機（→イ
ラスト④）で羊毛はほぐされる

洗
毛
工
程

①洗毛機（洗剤＋ 60℃の湯） ②染色の釜
　（すすぎと脱水をする）

③乾燥機（25mプール位の大きな機械） ④開繊機（２～３回）

森保染色㈱の早川典雄さんと早川智津子さん。左から国島㈱小笠原崚介さん、村井七帆さん、黒柳義貴さん、早川社長、スピナッツ誌の本出ます
み、中島秀行さん、丹羽亨さん。Photo*Kanji Kobayash

牧場から来た脂付き羊毛を投入。洗剤湯のボールの中でほぐし洗い、ローラーで押し洗いする。左は後藤恭平さん

日本の羊毛 2025
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１
９
６
０
年
代
か
ら
90
年
頃
ま
で
、
日

本
は
世
界
羊
毛
貿
易
量
の
14
％
を
占
め

る
輸
入
大
国
で
、
洗
毛
か
ら
染
色
紡
績

製
織
縫
製
ま
で
す
べ
て
の
工
程
が
完
結
。

日
本
人
一
人
当
た
り

1.32
㎏
（
87
年
）
消
費

し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
２
０
０
０
年
代
以
降
中
国
に

製
造
拠
点
が
移
行
、
１
９
８
５
年
か
ら

２
０
１
５
年
で
規
模
は
お
お
む
ね
１
／
３

～
１
／
５
に
縮
小（
出
荷
額
、
量
、
事
業

者
数
、
従
業
員
数
で
指
標
判
断
は
大
き

く
変
わ
り
ま
す
）
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
以
上
、
製
造
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
減
少
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず
は
そ
れ

ぞ
れ
の
工
場
の
得
意
ジ
ャ
ン
ル
を
尊
重
し
て

最
大
限
生
か
す
こ
と
、
工
場
が
動
き
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

紡績
羊毛をカードして伸ばし
撚りをかけ糸にする
工場毎に、機械も規模も得意なジャンルも違う。
だから“1日何キロ、どんな材料を投入すれば、効
率かいいか”は、工場を継続していく上で大きな
問題なのです。

　

こ
れ
か
ら
の
製
品
作
り
は
、
少
し
で
も

安
価
な
も
の
を
消
費
者
に
提
供
し
よ
う
と

す
る
こ
と
で
は
な
く
。
各
工
程
の
人
が
、

品
質
に
見
合
う
正
当
な
対
価
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に
は
安
価

な
服
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
消
費
者
に
、
フ
ェ

ア
ー
な
価
格
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
量

産
品
と
、
ア
ル
チ
ザ
ン（
職
人
魂
）
的
製

品
。
地
元
の
素
材
で
地
元
の
技
術
で
つ
く

っ
た
物
を
、
支
持
し
消
費
す
る
考
え
方
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

吉野毛糸株式会社
吉野 光彦 さん

染色羊毛の混色調合、カードして篠糸をつくり、リング紡績で紡毛糸をつくる。
１日に３系列の装置で1.5トン生産する。

スライバーを作る。Photo: Kanji Kobayashi ショールームには、天然繊維、天然染料のサンプルや試作品が並ぶ。
ここで注文社の作りたい糸を把握し生産する。在庫を持たないのが自慢。

株式会社加藤繊維
森 良一 さん

合繊紡績糸が基本の設備を使い、エステル・レーヨン・綿・ｼﾙｸ・麻・ウールなどの混紡糸を主体している。
綿番手20/1平均で５ｔ／月の生産能力である。
合繊紡績の工程はLAP（ラップ）➡カード➡練条➡粗紡➡精紡➡ワインダー➡コーンアップ

調合室には１トンの材料が入る。何色もの原料にオイリングして調合し、カード機に送り出す。

巨大なカード機で篠糸まで作る。

日本の羊毛 2025

写真は金子悟さん。精紡機388錘×5台を2人で管理する。

工程の解説

SPINNUTS. No.117 2025 08SPINNUTS. No.117 202509



▼
牧
場
と
工
場
を
繋
ぐ
呼
び
か
け　

　

２
０
１
８
年
秋
、
伊
藤
核
太
郎
さ
ん
が
ス
ピ
ンハ

ウ
ス
に
や
っ
て
き
た
。
「
日
本
に
は
羊
が
大
好
き
な

羊
飼
い
が
い
る
、
ウ
ー
ル
大
好
き
な
人
が
尾
州
泉
州

の
毛
織
物
産
地
に
も
い
る
。
な
の
に
国
産
の
羊
毛

が
使
わ
れ
て
い
な
い
と
知
っ
て
、
何
と
か
し
な
い
と
い

け
な
い
と
思
っ
た
。『
こ
れ
は
私
が
羊
の
毛
刈
り
を

手
伝
っ
て
出
来
た
服
地
で
す
！
』
と
自
慢
し
な
が

ら
売
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
ツ
イ
ー
ド
が
つ
く
り
た
い
」

と
熱
弁
さ
れ
た
。

　

そ
の
時
私
は
ま
た
国
産
羊
毛
に
と
り
憑
か
れ
た

人
が
来
た
ー
と
内
心
思
い
ま
し
た
。
「
国
産
羊
毛

で
何
か
を
作
り
た
い
」
と
い
う
夢
を
抱
い
た
人
は
、

こ
こ
30
年
で
死
屍
累
々
…
。
パ
リ
コ
レ
を
目
指
し
た

ブ
ラ
ン
ド
、
繊
維
メ
ー
カ
ー
、
布
団
メ
ー
カ
ー
、
オ

ー
ガ
ニッ
ク
の
会
社
、
ま
ち
お
こ
し
…
な
ど
。
東
北

盛
岡
の
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
や
、
サ
フ
ォ
ー
ク
の
靴
下
を
作

っ
て
い
る
山
本
実
紀
さ
ん
な
ど
を
除
き
、
国
産
羊

毛
で
物
作
り
し
て
い
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
い
な

い
。
そ
れ
ほ
ど
国
産
羊
毛
を
洗
っ
て
、
売
り
物
に

な
る
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
か
ら
だ
。

　

伊
藤
核
太
郎
さ
ん
は
愛
知
県
一
宮
の
製
織
会
社

の
国
島
株
式
会
社（
旧
中
外
国
島
㈱
）
の
７
代

目
。
嘉
永
三
年（
１
８
５
０
）
国
島
武
右
衛
門
が

織
物
問
屋
を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
当
時
輸

入
糸
が
主
流
だ
っ
た
業
界
で
、
国
産
糸
を
愛
用
し

「
愛
国
縞
」
を
作
っ
た
。
21
世
紀
の
今
、
核
太

郎
さ
ん
が
国
産
羊
毛
を
使
お
う
と
い
う
理
念
に
通

じ
る
も
の
を
感
じ
る
。
羊
毛
と
い
う
も
の
が
日
本
に

や
っ
て
き
て
１
５
０
年
、
尾
州
・
泉
州
地
域
は
世

界
有
数
の
毛
織
物
産
地
に
な
っ
た
。
し
か
し
独
自

の
織
物
を
競
い
合
う
零
細
な
工
場
の
集
ま
り
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
６
年「
リ
テ
イ
ル
」
と
い
う
シ

ョ
ウ
ル
ー
ム
を
開
業
、
一
宮
の
駅
前
の
古
い
ビ
ル
に「
見

え
る
尾
州
」
と
し
て
地
元
の
50
社
と
協
力
し
て
毎

シ
ー
ズ
ン
の
サ
ン
プ
ル
反
の
展
示
販
売
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
。

　

話
を
も
ど
す
。
そ
の
後
核
太
郎
さ
ん
は
京
都
に

３
回
来
ら
れ
、
も
う
逃
れ
ら
れ
な
い
と
思
い「
北
海

道
の
牧
場
紹
介
し
ま
す
、
ご
案
内
し
ま
す
」
と
返

事
し
、
２
０
１
９
年
４
月
に
北
海
道
へ
同
行
し
た
。

▼
Ｊ
Ｗ
Ｐ
の
発
起
人 

伊
藤
核
太
郎

　

そ
れ
か
ら
と
ん
と
ん
とJapan W

ool Project

（
Ｊ
Ｗ
Ｐ
）
が
発
足
し
た
。
毛
刈
り
職
人
や
尾
州
・

泉
州
の
工
場
の
社
長
さ
ん
た
ち
、
日
本
羊
毛
産
業

協
会
な
ど
協
力
者
が
現
れ
、
２
０
２
０
年
に
は
伊

藤
核
太
郎
さ
ん
の
国
島
㈱
の
織
物
工
場
で
本
格

的
な
ツ
イ
ー
ドJ.SH

E
P

H
E

R
D

S

が
出
来
上
が
っ

た
。
私
は
夢
見
る
気
分
、
ほ
ん
と
う
に
尾
州
の
毛

織
物
産
地
の
メ
ー
カ
ー
が
協
力
す
れ
ば
こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
ツ
イ
ー
ド
が
出
来
上
が
っ
て
く
る
の
だ
…
。

　

嬉
し
く
て
自
分
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
作
り
お
し
ゃ
れ

を
す
る
喜
び
を
満
喫
、
今
ま
で
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
抵
抗
感
を
持
ち
な
が
ら
も
通
常
は
着
用
し
て

い
る
私
に
は
、
テ
ー
ラ
ー
で
服
を
仕
立
て
る
喜
び
は
、

ま
さ
に
大
人
に
な
っ
た
と
感
じ
る
瞬
間
、
別
次
元

の
喜
び
の
世
界
が
広
が
っ
た
。

　

Ｊ
Ｗ
Ｐ
の
醍
醐
味
は
、
牧
場
の
羊
飼
い
と
繋

が
り
、
工
場
の
職
人
さ
ん
と
苦
労
を
共
に
し
、
そ

う
し
て
出
来
上
が
っ
て
き
た
ツ
イ
ー
ド
を
毎
日
着
て

「
こ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
私
が
牧
場
に
行
っ
て
羊
飼
い
に

会
っ
て
、職
人
さ
ん
と
話
し
て
で
き
た
ツ
イ
ー
ド
！
」

と
見
せ
び
ら
か
す
。
こ
れ
こ
そ
ア
ル
チ
ザ
ン（
職
人

魂
）、
羊
飼
い
職
人
と
共
に
あ
る
一
着
の
服
じ
ゃ
な

い
か
！

▼
百
年
早
い

　

出
来
上
が
っ
て
き
た
国
産
羊
毛
の
ツ
イ
ー
ド
、

J.SH
E

P
H

E
R

D
S

を
見
な
が
ら
、
で
も
今
、
始
め

な
く
て
は
百
年
後
は
な
い
と
思
っ
た
。

　

衣
服
の
大
量
生
産
は
18
世
紀
の
産
業
革
命
に

は
じ
ま
る
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
限
界
ま
で
行
き
つ
い
た

の
が
21
世
紀
。
服
と
い
う
大
変
な
手
間
と
工
程
の

多
い「
物
」
を
、
大
量
に
安
価
に
、
欲
し
い
時
に

欲
し
い
も
の
を
欲
し
い
だ
け
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、

も
う
限
界
に
き
て
い
る
。
そ
れ
で
も
こ
の
流
れ
は
止

ま
ら
な
い
。
大
量
の
売
れ
残
り
を
廃
棄
し
、
安
価

に
大
量
に
作
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
大
蛇
の
よ
う
な

物
の
流
れ
は
18
世
紀
か
ら
２
５
０
年
か
け
て
今
ピ
ー

ク
に
達
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
こ
の
Ｊ
Ｗ
Ｐ
の
ア
ル

チ
ザ
ン
的
地
産
地
消
の
考
え
方
に
、
経
済
の
シ
ス
テ

ム
が
変
わ
る
に
は
き
っ
と
こ
の
あ
と
百
年
単
位
の
時

間
が
か
か
る
の
だ
ろ
う
。

　

２
０
２
５
年
の
今
。
日
本
の
羊
毛
で
、
日
本
の

工
場
で
、
毛
織
物
を
作
る
と
い
う
ジ
ャ
パン
ウ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
は
百
年
後
に
向

け
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
う
。
そ
の
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ

ャ
ー
が
伊
藤
核
太
郎
だ
と
思
う
。

　

Ｊ
Ｗ
Ｐ
で
羊
と
羊
毛
を
愛
す
る
羊
飼
い
と
職
人

が
協
力
し
は
じ
め
て
６
年
。
２
０
２
５
年
に
集
め
た

羊
毛
は
３
８
９
５
㎏
。
そ
れ
を
使
っ
て
今
後
、
ど

ん
な
羊
毛
製
品
を
作
る
の
か
。
そ
し
て
作
り
続
け
、

売
り
続
け
て
い
け
る
の
か
。
英
国
や
豪
州
と
は
違

う
日
本
の
羊
毛
は
こ
れ
だ
！ 

と
自
信
を
も
っ
て
続

け
て
い
く
に
は
…
。
そ
の
正
念
場
が
２
０
２
５
年
だ

と
思
う
。

日本の羊毛 2025

製織
織物を作る
日本の羊毛で
日本のツイードを作る

国島株式会社
伊藤 核太郎 さん右：7/22格付け検討会にて伊藤核太郎さん。

上：倉庫を管理する小笠原さん
下：経糸整経する平國さん

上右：工程管理課の堀内さん
下右：経糸の綜絖通しする伊藤さん
下中：織機の脇田さん
左上：織機の横井さん
左下：山岡さん
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日本の羊毛 2025

　Japan Wool Project（JWP）は、2019年に伊
藤核太郎（愛知県一宮市、国島株式会社）が「日
本の羊毛を使って、日本の工場で、日本の毛織物を
作りたい」という呼びかけで始まりました。まずWool 
Classerの本出ますみ、そして2020年には毛刈り職
人の山本雪。森保染色株式会社の早川典雄・智
津子が洗毛を引き受け。泉州羊毛工業の今井康隆
が紡績、製織を伊藤の国島株式会社で担当しツイ
ードJ.SHEPHERDSが誕生しました。
　2021年1月には日本羊毛産業協会の一井伸一
の協賛のもと、東亜紡織株式会社の水森吉紀を
会長に迎え、Japan Wool Project（JWP）協議会

（大阪市中央区の緬業会館内）とし、開かれたプロ
ジェクトとして名乗りを上げました。
　2019年北海道の茶路めん羊牧場と㈱アレフえこ
りん村の2牧場の羊毛から作ったヘリンボーンの茶
とグレーのツイードにはじまり、その後ボーヤファーム、
ヨークシャーファーム、ペコラファーム、石田めん羊
牧場、トマムシープファームと続々協力牧場は増えて
いきました。
　2020年は12牧場から1600㎏、2021年19牧場
3300㎏、2022年26牧場5700㎏、2023年26牧場
6500㎏、2024年26牧場5149㎏、2025年22牧場
3895㎏と、徐々に牧場も集毛量も増え、羊毛の買取
価格も牧場の毛刈り賃が出るように上限1200円/
kg(２０２５年現在)と設定しました。これは国際価格の
2～3倍にあたります。それが最終の服地の価格も大
きく押し上げることになるのですが、当初より「地産地
消の国産のツイード」という、今までとは違う価値観で
の物作りを目指してきました。しかし2022年2023年頃
から夾雑物や脂の残留が多いことから紡績工程で
加工が止まりました。以来洗毛工程の見直しや、牧
場でのスカーティングの徹底で夾雑物を減らす努力

などを経て、2025年からようやく糸染め主軸の考え
方に切り替えて、紡績製織が再開しました。
　日本の羊の現状は、1980年代以降約2万頭前後
を推移。その用途も布団綿のほか、わずかに靴下、ス
ピナーへのホームスパン用以外、ほとんど市場に流
通していませんでした。1998年に洗毛工場が日本に
なくなってからはさらにスピナー用以外流通の道は閉
ざされていました。それを牧場と尾州・泉州の工場メ
ーカーが“一致協力”して取り組もうと呼びかけたの
がJapan Wool Projectです。
　明治に始まる日本の緬羊史、それは政府主導で
軍服官服が欲しくて始まりました。ピーク時は100万
頭を超えた日本の羊は戦後の食糧難を支えてくれま
したが、昭和30年代になり安価な輸入羊毛が手に
入るようになると激減します。一方高度経済成長と歩
みを同じくして1980年代は日本は世界一の毛織物
産地になります。それが尾州と泉州です。その80年代
に新しい風、民間の羊飼いが登場。1989年の岩手
に日本全国から約500人の羊飼い、スピナー、メーカ
ー、研究者が参加して「羊をめぐる未来開拓者の集
い」に結実します。その頃から羊は肉目的の生産牧
場だけでなく、観光牧場、河川敷やソーラーパネル
の草刈り隊としても再評価されます。それから30年、
2019年にＪＷＰが登場します。それは地産地消・アル
チザン（地元の素材で作る職人仕事）という考え方
に落とし込み、真の意味で羊が文化として日本に根
を下ろし、羊毛を加工するサプライチェーンが守れる
かどうかが、問われています。

　　　　　　2025年9月7日　本出ますみ

Japan Wool Project とは

2019〜

国島株式会社
愛知県一宮市大和馬引字焼野 48番地
JWP担当：小笠原（070-1489-2895）
<生地>The J.shepherds | KUNISHIMA
J.SHEPHERDSの生地についてくわしくは
下記QRコードからご覧ください。

J.SHEPHERDSの生地見本

中上下：一宮駅前のショールーム「リテイル」　
左：「リテイル」の後藤さん・山田さん・田添さん

幅 157㎝（650g/m）

Japan Wool Project （JWP）協議会
〒 541-0051 
大阪府大阪市中央区備後町 2‒5‒8
綿業会館 4階　日本羊毛産業協会内
jwoolproject@gmail.com

SPINNUTS. No.117 2025 12SPINNUTS. No.117 202513



　

本
屋
の
棚
に
置
か
れ
た“
オ
レ
ン
ジ
の
毛
糸
玉
”

に
目
が
釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

京
都
の
ア
ー
ト
系
本
屋
・
恵
文
社
で
見
つ
け
た

毛
糸
玉
。
甘
撚
り
の
ロ
ー
ビ
ン
グ
糸
、
ゆ
っ
た
り
と

巻
か
れ
た
オ
レ
ン
ジ
の
糸
に
青
み
ど
り
の
帯
、
一
玉
の

存
在
感
が
ハン
パ
な
い
。
見
れ
ばD

A
R

U
M

A

、
見

覚
え
の
あ
る
ダ
ルマ
さ
ん
の
マ
ー
ク
。
こ
の
糸
は
ど
ん

な
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
作
っ
た
の
か
し
ら
？ 

と
思
っ
た
け

れ
ど
、
そ
の
ま
ま
３
、４
年
、
自
分
の
本
棚
に
こ
の

毛
糸
玉
を
置
い
た
ま
ま
、
毎
日
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
糸
を
作
っ
た
人
、
横
田
株
式
会
社

の
社
長
横
田
宗
樹
さ
ん
と
会
っ
た
の
は
２
０
２
３
年

ジ
ャ
パ
ン
ウ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
格
付
け
会
で
し
た
。

帰
っ
て
か
ら
あ
わ
て
て
ネ
ッ
ト
でD

A
R

U
M

A

毛
糸

を
調
べ
て
び
っ
く
り
。
そ
れ
ぞ
れ
の
毛
糸
に
つ
け
ら
れ

た
解
説
文
に
唸
り
ま
し
た
。
チ
ェ
ビ
オ
ッ
ト
、
シ
ェッ

ト
ラ
ン
ド
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
…
品
種
ご
と
の
名
前

…
メ
リ
ノ
に
至
っ
て
は
、
並
太
、
極
太
だ
け
で
な
く
、

ラ
ン
ブ
イ
エ
、
ス
パニッ
シ
ュ
、
ス
ー
パ
ー
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
、
エ

ア
リ
ー
、
原
毛
に
近
い
メ
リ
ノ
等
、
品
種
と
糸
の

作
り
方
を
変
え
て
７
種
以
上
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
色
展
開
、
玉
の
形
、
帯
と
ロ
ゴ
デ
ザ

イ
ン
も
違
う
。
そ
の
内
容
を
見
て
、「
羊
の
品
種

の
来
歴
や
特
徴
へ
の
理
解
が
な
い
と
表
現
で
き
な
い

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
。
一
体
ど
ん
な
デ
ザ
イ
ナ

ー
が
作
っ
た
の
か
？
」
と
興
味
や
疑
問
は
さ
ら
に
膨

ら
み
ま
し
た
。

　

そ
のD

A
R

U
M

A

さ
ん
が
国
産
羊
毛
を
使
っ
た

糸
を
作
る
と
聞
き
、
２
０
２
４
年
春
北
海
道
で
の

Japan W
ool P

roject

（
Ｊ
Ｗ
Ｐ
）
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
依
頼
し
ま
し
た
。
し

か
し
横
田
社
長
に「
た
た
め
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
風
呂
敷
は
広
げ
た
く
な
い
」
と
言
っ
て
あ
っ
さ
り

手編み毛糸
ニット用の糸を作る

DARUMA 
横田株式会社
横田 宗樹 さん

断
ら
れ
、
素
直
に
納
得
し
ま
し
た
。

　

ダ
ルマ
さ
ん
は
明
治
34（
１
９
０
１
）
年
手
縫
い

糸
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
。
「
価
格
は
一
時
、
品

質
は
永
遠
」
が
初
代
社
長
左
衛
門
の
信
念
で
す
。

そ
し
て
横
田
宗
樹
さ
ん
は
９
代
目
。

　

さ
て
私
は
祖
母
の
裁
縫
箱
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い

ま
す
。
よ
く
見
る
と
そ
の
中
に
ダ
ルマ
の
木
綿
や
絹

の
手
縫
い
糸
が
色
と
り
ど
り
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

戦
後
は
レ
ー
ス
糸
な
ど
手
芸
糸
も
手
掛
け
、

１
９
６
６
年
に
は
ア
ク
リ
ル
手
芸
糸
を
発
売
し
、
毛

糸
の
販
売
を
始
め
ま
す
。
発
売
当
時
は
代
理
店

を
通
し
て
販
売
し
、
量
販
店
へ
は
１
９
９
０
年
代

か
ら
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
２
０
１
６
年
か
ら
は
、

糸
メ
ー
カ
ー
と
し
て
のD

A
R

U
M

A

社
内
に
出
版

機
能
を
内
蔵
、
編
み
物
ユ
ー
ザ
ー
と
直
接
つ
な
が

る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
方
向
に

大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に
は
大

阪
南
久
宝
寺
に
あ
る
７
階
建
て
の
本
社
も
建
て
替

え
、
社
屋
も
２
フ
ロ
ア
へ
と
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ
し
、
お
客

さ
ん
と
直
接
つ
な
が
る
糸
メ
ー
カ
ー
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　

D
A

R
U

M
A

の
糸
に
は
手
ぬ
い
糸
、
ミ
シ
ン
糸
の

ほ
か
に
20
種
以
上
の
毛
糸
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
ま

す
。
定
番
の
メ
リ
ノ
、
シ
ェッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
品
種

別
の
中
に
は「JA

P
A

N
 W

O
O

L

」
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
毎
年
、
春
夏
・
秋
冬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も

発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
色
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

在
庫
管
理
は
ど
れ
ほ
ど
大
変
だ
ろ
う
と
素
人
な
が

ら
想
像
し
ま
し
た
。
横
田
社
長
に「
糸
染
め
で
す

か
？
」
と
質
問
。
す
る
と「
ト
ッ
プ
染
め
の
方
が
糸

の
風
合
い
は
良
い
の
で
好
き
で
す
。
で
も
１
色
あ
た

り
２
０
０
㎏
単
位
に
な
る
の
で
、
20
㎏
単
位
で
染

め
ら
れ
る
糸
染
め
の
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
糸
染

め
で
も
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
工
場
の
作
業
効
率
や

価
格
、
そ
れ
と
デ
ザ
イ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
言

葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

取
材
の
帰
路
、
大
阪
本
町
・
繊
維
街
の
ア
ー
ケ

ー
ド
を
歩
き
な
が
ら
…
、
よ
く
似
た
流
行
り
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
店
が
軒
を
連
ね
る
問
屋
街
を
ぼ
ー
っ

と
歩
き
な
が
ら
、
な
ぜ
私
は
あ
のD

A
R

U
M

A

の

一
玉
に
目
が
留
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、

ウ
ー
ル
と
し
て
の
特
徴
を
素
直
に
引
き
出
し
た
力

強
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
取
材
で
横
田
宗
樹

さ
ん
は
、
素
材
を
実
際
に
触
っ
て
、
ど
ん
な
糸
に
す

る
か
ス
タ
ッ
フ
と
考
え
、
自
分
で
編
ん
で
、
糸
に
添

え
る
言
葉
を
考
え
、
そ
う
し
て
世
に
送
り
出
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
糸
の
個
性
を
自
分

の
言
葉
で
表
現
す
る
人
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を

大
切
に
す
る
社
長
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

糸：上/Wool Rovoingのオレンジ。中/昭和30年代の手縫い糸。
下/JAPAN WOOLのシリーズの中のラピスラズリの糸
店：東京・恵比寿のDARUMA STORE -Tokyo-。
他には滋賀・長浜に撚糸玉巻工場と紡績物流センター、京都・大
徳寺に染色工場がある。

上：横田株式会社企画部。右から牧野貴子さん、社長の横田宗樹さん、西松健
太郎さん、中道美和さん、新居糸乃さん、堀類さんの６人。糸の企画に携わる企
画部の皆さん、大阪南久宝寺町の本社にて。
左：2025年7月22日「JWP格付け検討会」愛知県一宮の国島株式会社にて、
仕分け作業に汗を流す横田社長と生産管理担当の東功太郎さん。
下：2024年にスタートした「JAPAN WOOL」全13色に、2025年ピスタチオと
レッドの2色が加わり15色になる。

日本の羊毛 2025

DARUMA  JAPAN WOOLの
紹介動画
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今
回
ご
紹
介
で
き
た
の
は
、
私
が
取
材
に
行
け

た
牧
場
さ
ん
、
工
場
さ
ん
、
需
要
家
さ
ん
だ
け
で

す
。
ほ
ん
と
う
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
が
こ
の
ジ
ャ

パ
ン
ウ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｗ
Ｐ
に
は
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
㈱
さ
ん
、
ス
タ
イ

レ
ム
瀧
定
大
阪
㈱
さ
ん
、
東
亜
紡
織
㈱
さ
ん
、 

一
般

財
団
法
人
ケ
ケ
ン
試
験
認
証
セ
ン
タ
ー
さ
ん
な
ど
た

く
さ
ん
の
関
係
各
社
が
協
賛
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
他
に
も
土
木
関
係
で
肥
料
や
羊
毛
の
断
熱
材

等
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
方
々
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

百
年
後
に
、
日
本
の
羊
で
出
来
た
羊
毛
製
品
が

あ
る
こ
と
を
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
羊
飼
い
と
職

人
の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

国産羊毛の
サプライチェーンとは
羊飼いと職人のバトンリレー
１着の服ができるまでにはたくさんの工程がある。
とりわけ羊毛は羊を毛刈りして得た畜産物、
藁ゴミや汚泥脂を取るところからはじまります。

日本の羊毛 2025

● Japan Wool Project （JWP）協議会
〒541-0051 大阪府大阪市中央区備後町 2－5－8
綿業会館 4階　日本羊毛産業協会内
iwoolproject@gmail.com

日本の羊の毛を
生かす
プロジェクト

牧場の羊飼い

工場の職人

ゴミの少ない良質の羊毛を収穫するには、
毛刈りからスカーティングまで
効率の良い羊の動線と、毛刈りする場所を
常に掃除してクリーンに保つことが大切です。

❶前の晩から羊は絶食させて、柵で囲んだ所に集めておく
❷毛刈りする場所、スカーティングする場所、毛刈り後の羊を追い込
む場所の設定。バリカンや鋏、箒など必要な道具。仕分けした羊
毛を入れる袋やハカリなどを適切な場所に置き、作業がスムーズ
にいくようにする。
❸毛刈りをするとき、最初に刈るベリー（腹の毛）など汚れている毛
はその場ではずして、毛刈りスペースの外に投げる。
❹一頭毛刈りしたら、フリースはすぐにスカーティングテーブル（すの
こ状）に持っていき、毛先が上になるように投げて広げる。こうする
ことによってゴミやセカンドカッツ（二度刈りの短い毛）などが下に
落ちる。テーブルの大きさは１頭分のフリースが十分に広げられる
くらいが望ましい。（サイズ：180×250㎝くらい。すのこの間隔は
2-3cmくらい。）

❺スカーティング（裾物を取る）作業をする。糞泥など汚染が激しい
ところ、ワラゴミなど夾雑物の多いところ、フェルト化しているとこ
ろ、マーキングや黄ばみなど色のついているところを取り除く。ス
カーティングしないで袋に入れると、ゴミも糞泥も、フリース全体に
汚染が広がる。

❻出荷先に合わせてクラス分けする。例えば①最上質のフリースは
スピナーへ②JWP用の紡績クラス③堆肥などにする裾物など。ま
ずは3つのグループに分けてみる。できれば重量や毛長などデー
タを取っておくと今後の出荷の判断基準になる。
❼羊の爪切をし、1頭終わるたびに毛刈り場所をきれいに掃除する。
そして❸に戻って次の羊を毛刈りします。
毛刈りからスカーティングまで、慣れれば1頭10～15分くらい。

Japan Wool Project協議会は、
2019年に伊藤核太郎（国島株式会社）の
「国産羊毛を生かした羊毛製品を作りたい」という
呼びかけにはじまります。
羊飼いと工場の職人が互いの現場を理解し合い、
豪州のメリノとは違う日本の羊毛、
サフォークやポールドーセットなど、中番手でふくらみの
ある毛質を生かす製品作りを模索しています。

■羊毛の買い取り条件
最低４０㎏以上で、スカーティング（夾雑物の混入、フェルト化、ステ
イン、糞や泥のついた裾物部分を取る作業）されている羊毛で、新毛
（１年以内）の毛であれば品種に問わず買い取ります。
※カラードの羊毛は別の袋にまとめてください。
※スカーティングされていない場合、買取をおことわりすることがあります。

■荷姿と送り先
毎年６月末頃に愛知県一宮に指定の期間中に送ってください。袋に
は牧場名とNo.を明記、袋代はJWPで負担します。送料はJWPと牧
場で折半。（フレコンバッグは1,000円、布団圧縮袋は要請求）

▶コンテナ便を利用（北海道内で3ハブ牧場）
市販のフレコンバック（排出口なしの1tパック）に４０～８０㎏の羊毛
を詰めて、指定日にハブ牧場に持ち込んでください。
▶宅配便を利用
市販の布団圧縮袋（160㎝サイズで20㎏くらい梱包可）に羊毛を入
れ、元払いで指定の期間に下記にお送りください。
▶羊毛の送り先
　国島株式会社内　
　Japan Wool Proiject(JWP)  担当：小笠原（070－1489－2895）
　〒491-0931　愛知県一宮市大和市馬引焼野48番地

■日程
3月末　JWP羊毛出品申込み締切
6月末　コンテナ便、宅配便、いずれも愛知県一宮に羊毛着
7月末　羊毛の格付け会
8月末　羊毛の買取価格決定
9月末　牧場様に羊毛の代金支払い、及び羊毛の格付け結果を報告

■格付け基準
毛質の査定ポイントは、①スタイル（色、汚れ、歩留まり）②夾雑物の
混入③スカーティングがされているかどうか④羊毛の繊度毛長、充
分な張力などの項目で点数を付け、24点満点。1ポイント50円/kg
で買い取ります。ただしこの買取価格は年により変わります。

2025 February 22

2025年JWP羊毛出品
申込書は右のQRコー
ドをご覧ください。

2025年JWPのご案内
は左のQRコードをご
覧ください。

■お問い合わせは事務担当：小笠原まで（070-1489－2895）

［羊毛紡績糸の工程  Wool Yarn Manufacturing Systems Wool Processing］

D.A.Ross,  "Lincoln university Wool manual" Wool Science Department Lincoln University, 1990.

洗毛、染色
森保染色株式会社→p6・7

紡績
吉野毛糸株式会社→p9

JWPは
洗毛までを担う

Carbonizing
（化炭処理）

Drawing

Roving

工場でしている事
洗毛、染色、紡績→手編み毛糸製織、縫製→ツイード

国産羊毛を使った取り組み

■土木用として
道路工事等の法面に侵食防止機能付き植生シートとして使用します。
地面の保湿と、羊毛が土中分解することでの肥料効果により、植物の生
育を促進します。シートに種を付けることも可能です。
規格：表面－麻ネット　裏面－羊毛不織布　幅1m、長さ25m

前田工繊株式会社

■ニットとして
国産羊毛という素敵な素材との出会いから
生まれた一枚です。

株式会社ウールスタジオ
クラウドファンディングのご案内
販売開始11月14日10：00スタート
販売期間12月10日22：00まで
https://www.makuake.com/project/amber05/

右のQRコードは12/10まで
ご覧いただきます。

編著：本出ますみ『羊の本』 スピナッツ出版  2018年刊  p167より一部改変

牧場でしている事
毛刈りとスカーティング
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